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３月１８日（金曜日＝彼岸入り）から２１日（彼岸中日）

まで、朝８時から夕方５時頃まで、墓地では花と線香

を用意しております。

毎
週
日
曜
日
の
朝
六
時
〜
七
時

ま
で
、
松
岩
寺
本
堂
で
の
坐
禅

に
一
般
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

朝
六
時
に
鐘
を
つ
き
ま
す
か
ら
、

そ
れ
ま
で
に
本
堂
に
入
っ
て
く

だ
さ
い
。
初
心
の
方
に
は
、
坐

り
方
を
ご
案
内
し
ま
す
。
三
十

分
坐
っ
て
休
憩
、
残
り
の
十
五

分
ほ
ど
坐
っ
て
、
最
後
に
般
若

心
経
を
よ
ん
で
七
時
に
終
わ
り

ま
す
。

少しだけオカリナ
コ
ロ
ナ
禍
の
彼
岸
は
、
い
つ
も
と
お
り

の
法
要
後
、
短
い
時
間
、
楽
器
演
奏
。

オ
カ
リ
ナ
を
聞
き
ま
す
。
オ
カ
リ
ナ
っ

て
、
ど
ん
な
形
し
て
い
た
か
な
ぁ
ー
。

と
い
う
方
は
、
春
の
訪
れ
を
松
岩
寺
の

本
堂
で
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

本
堂
は
す
べ
て
椅
子
席
で
す
。
椅
子

を
並
べ
る
間
隔
を
調
整
す
る
た
め
、

こ
ん
な
ご
時
世
だ
か
ら
こ
そ
、
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
等
で
ご
出
席
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

墓
地
管
理
費
の
お
願
い
を
同
封
し
て

い
ま
す
。
郵
便
振
替
で
七
月
末
ま
で

に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

な
お
、
三
月
十
八
日
か
ら
二
十
一
日

ま
で
、
墓
地
で
は
花
と
線
香
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

三
月
十
九
日
（
土
曜
日
）

十
一
時
　
彼
岸
法
要

　
法
要
後
　
少
し
だ
け
オ
カ
リ
ナ

十
一
時
四
五
分
頃
終
了

【
金
つ
ぎ
教
室
】
講
師　

花
輪
滋
實

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
一
時
半
～
四
時
半
ま
で

　
　
　
　
　
　

第
四
土
曜
日

【
仏
像
を
彫
る
会
】
講
師　

高
野
竜
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

休
会
中

【
声
を
出
し
て
元
気
に
な
る
】
講
師　

林　

航

　
　

休
会
中

　
やってます

　
今はお休み

第
４
土
曜
日
の
午
後
１
時
半
か
ら
４
時
半
ま
で
本
堂
で

写
経
が
で
き
ま
す
。

都
合
の
良
い
時
間
に
来
て
、
ご
自
分
の
ペ
ー
ス
で
写
経

し
て
、
お
好
き
な
時
間
に
お
帰
り
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

初
め
て
の
時
は
な
る
べ
く
一
時
半
に
ご
参
集
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
、
檀
家
さ
ん
以
外
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

お
友
だ
ち
を
誘
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い

【
写
経
】
令
和
４
年
上
半
期
開
催
日

　　  つまれ！
写経の日程
あ

　
やってます

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

２
６
日
（
土
）

２
３
日
（
土
）

２
８
日
（
土
）

２
５
日
（
土
）

２
３
日
（
土
）

【
編
集
後
記
】

【
日
曜
の
朝
の
坐
禅
体
験
】

△
作
家
・
林
芙
美
子
の
小
説
『
め
し
』
に
、
次
の
よ
う
な

一
節
が
あ
る
と
い
う
。
大
阪
の
繁
華
街
を
描
写
し
た
文
章

で
、「
カ
イ
テ
ン
焼
き
（
た
い
こ
や
き
）、
ホ
ル
モ
ン
焼
き
、

一
杯
五
円
の
黒
蜜…

…

」、と
。
カ
イ
テ
ン
焼
き
だ
っ
て
！

現
在
放
映
中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
で
、
主
人
公
が
営
ん
で
い

る
の
が
、
回
転
焼
の
「
大
月
」
で
は
な
い
か
。
で
も
、
あ

れ
は
今
川
焼
き
で
あ
り
大
判
焼
き
で
あ
り
、
カ
イ
テ
ン
焼

き
な
ん
て
こ
と
ば
自
体
を
知
ら
な
か
っ
た
。

△
林
芙
美
子
だ
な
ん
て
、
さ
も
読
書
家
の
よ
う
な
、
知
っ

た
か
ぶ
り
の
文
章
を
書
い
て
い
る
け
れ
ど
、
小
説
の
一
節

を
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
井
上
章
一
箸
『
大
阪
的
』（
幻

冬
舎
新
書
）で
す
。建
築
史
家
の
井
上
章
一
さ
ん
に
は
、『
京

都
ぎ
ら
い
』（
朝
日
新
書
）
と
い
う
、
刺
激
的
な
タ
イ
ト

ル
の
本
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。
京
都
中
心
部
に
住
む
、
老
舗
の
令
嬢

に
山
科
の
男
性
か
ら
縁
談
が
も
ち
こ
ま
れ
ま
す
。
昔
、
山

科
に
は
大
石
内
蔵
助
も
隠
れ
住
ん
で
い
ま
し
た
。ご
令
嬢
、

い
わ
く
。「
山
科
な
ん
か
い
っ
た
ら
、
東
山
が
西
の
方
に

見
え
て
し
ま
う
や
な
い
の
」。
土
地
勘
が
な
い
と
、
わ
か

り
ず
ら
い
話
し
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
京
都
御
所
か
ら

は
東
側
に
見
え
る
山
も
、
山
を
越
え
て
東
側
へ
行
っ
て
し

ま
え
ば
、
西
に
見
え
る
し
、
日
が
の
ぼ
る
山
が
、
日
が
沈

む
山
に
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
東
は
西
で
、
西
が
東

に
な
る
。
固
い
頭
を
柔
ら
か
く
、
や
わ
ら
か
く
。

△
こ
の
四
月
か
ら
、
妙
心
寺
派
が
出
版
す
る
月
刊
誌
『
花

園
』
の
巻
頭
エ
ッ
セ
イ
を
一
年
間
、
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
乞
う
、
ご
期
待
。
毎
月
、
何
冊
か
い
た
だ
け

そ
う
な
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、
申
し
出
く
だ
さ
い
。
お

送
り
し
ま
す
。


